
新しい市議会の構成、決まる
４年度一般会計予算を可決！
　　過去最大の予算で諸課題に対応
代表、一般質問で１３人が市政を問う
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P. 9 表紙写真を一般募集しています。
詳しくは裏表紙をご覧ください。

〇さあ旅へと出発です（諏訪）
〇平成２７年８月８日撮影
　岡田達郎（千歳通）
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野 本 柴田輝

　この度、豊川市議
会議長を拝命し、そ
の重責に身の引き締
まる思いです。
　市議会の皆さんと
共に、豊川市の発展
や、安心・安全で幸
せに暮らすことがで
きるようにするため、
諸課題の解決に取り組んでまいります。
　また、活力と魅力にあふれ、安全で
住みやすいまちづくりを進めていくこ
とが市民の皆様の一致した願いである
との認識に立ち、その負託に応えるべ
く頑張ってまいる所存でございます。
　市議会に対しまして、皆様のご理解
とご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

　議会運営委員会は、議長の諮問的な機関であり、
議会運営全般にわたって舵取りする機関です。
　その構成は、各会派の議員数に応じて選出され、
委員定数は、条例により９人と定められています。

　東三河広域連合、まち・ひと・しごと創生総合戦
略、第６次総合計画、八幡駅周辺地区まちづくり
整備事業を調査項目として設置された委員会です。

浦野　隼次
今泉　淳乙
安間　寛子、奥澤　和行、神谷謙太郎、
星川　博文、井川　郁恵、山本　和美、
冨田　　潤

奥澤　和行
今泉　淳乙
大場　昌克、中川　雅之、浦野　隼次、
星川　博文、佐藤　郁恵、堀内　重佳、
山本　和美

早川　喬俊
冨田　　潤
遠山　　剛、木本　朗善、佐藤　郁恵、
奥澤　和行、神谷謙太郎、浦野　隼次、
星川　博文、中村　浩之、柴田　訓成
野本　逸郎、山本　和美、中村　直巳

委 員 長
副委員長
委　　員

委 員 長
副委員長
委　　員

就任あいさつ

議長
早 川 喬 俊

副議長

井 川 郁 恵
議会選出監査委員

神 谷 謙 太 郎

会派

加藤　典子、木本　朗善、佐々木和美、横田　光正、
奥澤　和行、神谷謙太郎、浦野　隼次、星川　博文、
早川　喬俊、堀内　重佳、柴田　輝明、野本　逸郎、
松下　広和、山本　和美、冨田　　潤、榊原　洋二、
太田　直人、鈴木　義章、中村　直巳、今泉　淳乙

■とよかわ未来（20人）

議会運営委員会

政策課題調査特別委員会

柴田　訓成、中川　雅之、井川　郁恵
■公明党市議団（3人）

安間　寛子、佐藤　郁恵
■日本共産党豊川市議団（2人）

中村　浩之
■１人会派（1人）

遠山　　剛、大場　昌克、八木　月子、倉橋　英樹
■清廉の会（4人）

議 長

早 川堀 内

横 田 佐々木

倉 橋 八 木神 谷 奥 澤

榊 原 冨 田

中 川井 川

中村浩柴田訓

今 泉 中村直

木 本 加 藤 大 場 遠 山

星 川 浦 野

佐 藤 安 間山 本 松 下

鈴 木 太 田

演 壇

質 問 席

新しい市議会の構成
●５月１3日に開催された臨時会において、議長をはじめ、新しい役割が決まりました。

本会議の議席

野本　逸郎
星川　博文
遠山　　剛、柴田　訓成、加藤　典子、
木本　朗善、佐々木和美、倉橋　英樹、
奥澤　和行、浦野　隼次、佐藤　郁恵、
堀内　重佳、榊原　洋二、中村　直巳
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◎委員長・○副委員長

常 任 委 員 会
広範多岐にわたり、しかも専門化、高度化していく地方公共団体の事務を合理的、能率的に調査し、
審査するために常設している市議会内の部門別の委員会

秘書課、人事課、企画政策課、情報
政策課

行政課、財政課、契約検査課、財産管
理課、市民税課、収納課、資産税課

総務課、予防課、通信指令課、消防署
早川　喬俊、横田　光正、中川　雅之、倉橋　英樹
太田　直人、◎神谷謙太郎、○野本　逸郎、佐藤　郁恵

○危機管理課

○企画部�
�

○総務部�

�
○消防本部

○他の委員会の所管に属さない事項

所管
総
務
委
員
会

福祉課、介護高齢課、保険年金課

子育て支援課、保育課、保健センター

診療局、診療技術局、看護局、事務局
（庶務課、医事課、経営企画室）ほか

堀内　重佳、今泉　淳乙、井川　郁恵、木本　朗善
安間　寛子、◎奥澤　和行、○山本　和美、八木　月子

○福祉部

○子ども健康部

○市民病院

所管
福
祉
委
員
会

市民課、市民協働国際課、人権交通
防犯課、文化振興課、一宮支所、音
羽支所、御津支所、小坂井支所

庶務課、学校教育課、生涯学習課、
スポーツ課、学校給食課、中央図書館

浦野　隼次、松下　広和、遠山　　剛
中村　直巳、◎柴田　訓成、○中村　浩之、加藤　典子

○市民部�
�
��

○教育委員会

所管
市
民
文
教
委
員
会

企業立地推進課、農務課、商工観光
課、環境課、清掃事業課

道路河川管理課、道路建設課、建築課

都市計画課、公園緑地課、区画整理課、 
八幡駅周辺地区まちづくり推進室

経営課、下水整備課、水道整備課
大場　昌克、鈴木　義章、榊原　洋二

柴田　輝明、◎星川　博文、○冨田　　潤、佐々木和美

○産業環境部�

○建設部�

○都市整備部�

○上下水道部

所管
産
業
建
設
委
員
会

山本　和美、大場　昌克、松下　広和、柴田　輝明
井川　郁恵、◎星川　博文、○木本　朗善、佐藤　郁恵

柴田　訓成、今泉　淳乙、鈴木　義章、早川　喬俊
安間　寛子、◎浦野　隼次、○横田　光正、八木　月子

堀内　重佳、冨田　　潤、奥澤　和行
中川　雅之、◎中村　浩之、○佐々木和美、遠山　　剛

野本　逸郎、倉橋　英樹、神谷謙太郎
榊原　洋二、◎中村　直巳、○加藤　典子、太田　直人



自
主
財
源

依
存
財
源

繰入金
32.6億円 4.7%諸収入

29.5億円 4.2%

使用料など
23.6億円 3.4%

市債
61.7億円
8.9%

国・県支出金
152.3億円
21.9%

交付金・譲与税
58.1億円 8.4%

地方交付税
49.5億円
7.1%

53.7%
46.3%

衛生費
59.8億円
8.6%

土木費
55.9億円
8.1%

教育費
76.4億円
11.0%

公債費
54.4億円
7.8%

商工費
24.6億円
3.5%

総務費
77.8億円
11.2%

消防費
21.5億円 

3.1%

その他12.2億円 1.8%

諸支出金26.5億円 3.8%

民生費
286.0億円
41.1%

市税
288.0億円
41.4%
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過去最大の予算で諸課題に対応
４年度一般会計予算

一般会計・特別会計・企業会計　総額1,205億3,199.9万円

（前年度比＋4．8％）

主な事業

その他の会計

６95億2,000万円

特別会計

1,738万円 7億9,584万4千円 4億152万6千円
消防団員処遇改善事業 豊川公園整備事業 ふれあい交流館整備事業

従来支給していた報酬に加え、火災
等の災害に出動した時間に応じて、
また、訓練等への参加に対して出動
報酬を支給。

スポーツと賑わい創出に資する機能
の充実を図るため、キュパティーノ
広場の再整備や健康づくり、芝生広
場の新設を実施。

開館20周年を記念し、ロウリュサウ
ナや露天ジェットバス等の新規設備
の導入及び長寿命化を図る改修等を
実施。

企業会計
会 計 名 4 年度当初（前年度比）

豊川西部土地区画整理事業 1 億 7,670 万円 （ △ 17.6 ％）
豊川駅東土地区画整理事業 2 億 2,640 万円 （ △ 21.5 ％）
公 共 駐 車 場 事 業 6,860 万円 （ △ 44.5 ％）
国 民 健 康 保 険 149 億 3,760 万円 （ △ 1.0 ％）
後 期 高 齢 者 医 療 30 億 8,850 万円 （ ＋ 4.8 ％）
土 地 取 得 2 億 9,300 万円 （　　　0%）
一 宮 財 産 区 管 理 事 業 110 万円 （ ＋ 22.2 ％）
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業 260 万円 （ △ 3.7 ％）
長 沢 財 産 区 管 理 事 業 350 万円 （　　　0%）

萩 財 産 区 管 理 事 業 920 万円 （ ＋ 13.6 ％）

計 188 億    720 万円 （ △ 0.9 ％）

会 計 名 4 年度当初（前年度比）
水 道 事 業 49 億 4,879.4 万円 （△ 1.8％）
下 水 道 事 業  76 億 6,631.0 万円 （＋ 0.3％）
病 院 事 業 195 億 8,969.5 万円 （＋ 3.6％）

計 322 億    479.9 万円 （＋ 1.9％）

歳 出 歳 入

※小数点第2位以下は四捨五入しており、必ずしも合計は一致しません。
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4年度一般会計予算を可決！
予算特別委員会

原案可決4年度一般会計予算
※
会
派
別
賛
否
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
７
、
８
ペ
ー
ジ
の
議
決
状
況
の
一
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

反

対

賛

成
真
に
困
っ
て
い
る
人
・
事
業
者
に

支
援
が
届
く
内
容
に
な
っ
て
い
な
い

諸
課
題
へ
の
適
切
な
対
応
が

取
ら
れ
た
予
算
で
あ
る

・
設
楽
ダ
ム
は
、
治
水
、
利
水
、
環
境
問
題
の
い
ず
れ
の
視
点
に
お
い
て
も
費

用
対
効
果
が
低
く
、
計
画
か
ら
撤
退
す
べ
き
と
考
え
る
。
議
会
費
で
は
、
常
任

委
員
会
の
視
察
費
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
行
政
視
察
に
よ
っ
て
議
員
の

質
が
向
上
す
る
な
ど
の
根
拠
は
な
く
、
精
査
す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

・
と
よ
か
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
休
日
に
は
職
員
が
常

駐
し
て
い
な
く
て
も
会
議
室
の
利
用
等
へ
の
対
応
が
で
き
て
い
る
た
め
、
窓
口

の
縮
小
等
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

・
大
型
開
発
が
め
じ
ろ
押
し
で
あ
る
一
方
、
真
に
困
っ
て
い
る
人
な
ど
に
支
援

が
届
く
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、
平
成
23
年
度
は
約

56
億
７
千
万
円
、
４
年
度
は
約
１
０
３
億
円
で
、
合
併
後
の
職
員
の
削
減
や
施

設
の
統
廃
合
で
財
源
を
た
め
込
み
、
そ
れ
ら
の
基
金
を
使
い
普
通
建
設
事
業
の

増
大
と
な
っ
て
い
る
。
無
駄
の
な
い
事
業
内
容
を
選
択
す
べ
き
で
あ
り
、
反
対

す
る
。

　

最
上
位
計
画
で
あ
る
第
６
次
総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、
総
合
計
画
実

施
計
画
な
ど
の
３
つ
の
連
携
す
る
計
画
に
位
置
付
け
た
取
り
組
み
に
重
点
配

分
す
る
た
め
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
な
ど
に
努
め
て
い
る
。
消
防
団

員
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
出
動
報
酬
の
新
設
、
風
水
害
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
対

策
や
産
後
ケ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
母
子
健
康
支
援
事
業
な
ど
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
経
済
的
困
窮
者
へ
の
支
援
、

市
民
生
活
や
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
市
民
の
命
と
生
活
を
第
一
優
先
に

様
々
な
課
題
に
対
応
さ
れ
て
い
る
。
歳
入
で
は
、
市
税
を
は
じ
め
多
く
の
歳

入
で
増
加
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
地
方
交
付
税
は
減
収
と
な
る
た
め
、
国
・

県
支
出
金
を
最
大
限
活
用
し
、
繰
入
金
や
市
債
で
不
足
分
を
補
う
と
と
も

に
、
合
併
特
例
債
な
ど
有
効
な
財
源
を
活
用
し
、
増
加
す
る
社
会
保
障
関
係

費
や
重
点
施
策
な
ど
へ
の
適
切
な
対
応
が
取
ら
れ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

【
問
】
4
年
度
予
算
の
認
識
は
。

【
答
】
市
民
の
命
と
生
活
を
第

一
優
先
に
、
感
染
拡
大
防

止
と
経
済
活
動
の
活
性
化

に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
重

点
施
策
で
あ
る
第
６
次
総

合
計
画
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

工
程
計
画
の
着
実
な
推
進

と
諸
課
題
へ
の
対
応
の
た

め
、
積
極
的
な
編
成
を
行

っ
た
。
過
去
最
大
の
予
算

規
模
だ
が
、
よ
り
一
層
「
元

気
な
と
よ
か
わ
」
が
実
現

で
き
る
予
算
で
あ
る
。

【
問
】
今
後
の
市
税
の
収
納
対

策
は
。

【
答
】
５
年
度
課
税
か
ら
地
方

税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
（
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
）
を
通
じ
た

納
付
の
対
象
税
目
が
拡
大

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
納
付
環
境
の
充
実

を
図
り
、
納
税
者
の
利
便

性
を
高
め
る
こ
と
で
、
収

納
率
の
維
持
・
向
上
に
努

め
る
。

【
問
】
国
の
地
球
温
暖
化
対
策

の
活
用
状
況
は
。

【
答
】
特
に
市
民
ニ
ー
ズ
の
高

い
住
宅
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
の
増
額
等
、
家
庭

に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
促
進
に
係

る
支
援
を
拡
充
し
て
い
る
。

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生

活
困
窮
者
支
援
は
。

【
答
】
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金
の
事
務

を
進
め
、
引
き
続
き
速
や
か

な
給
付
に
取
り
組
む
。
住

居
確
保
給
付
金
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
金
は

申
請
期
間
が
６
月
末
に
延

長
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
、

一
時
生
活
支
援
事
業
等
も

活
用
し
支
援
し
て
い
く
。

【
問
】
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進

の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
審
議
会
等
委
員
の
女

性
登
用
率
へ
の
数
値
目
標

の
設
定
等
を
実
施
。
各
種

講
座
等
の
開
催
時
に
は
託

児
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
、

子
育
て
世
代
が
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

る
。

一般会計予算案に対する各会派の総括質疑

ここが聞きたい！４年度予算

討 論
本会議



３年度一般会計補正予算（第10号・第11号）

３年度病院事業会計補正予算（第５号・第６号）

全て
原案可決

全て
原案可決
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本会議の状況

○一般事務費（682 万円追加） 
　転出・転入手続きのオンライン・ワンストップ化を図るための経費として、住民記録システム等改修
委託料を追加するもの。

○生活困窮者自立支援事業費（979 万 9 千円追加）★ 
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、生活に困窮する世帯に貸し付けを行う総合支援
資金の再貸し付けが終了したことにより、貸し付けを利用できない世帯などの自立支援につなげるため、
新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金などを追加するもの。

○放課後児童健全育成事業費（593 万円追加） 
　保護者会が運営する児童クラブに勤務する職員の処遇改善を図るため、児
童クラブ運営費補助を追加するもの。

○立地適正化計画関連事業費（200 万円追加） 
　申請が増加しているため、拠点地区定住促進事業費補助を追加するもの。

○施設園芸省エネルギー化施設設備整備事業費補助金（772 万 3 千円追加） 
　急激な燃油価格の高騰により経営が圧迫されている施設園芸農家に対し、省エネルギー化が可能な施
設設備の導入を支援する施設園芸省エネルギー化施設設備整備事業費補助を追加するもの。

○教育用器具等整備費（1,526 万 4 千円追加）※事業費は小中学校合算 
　教員用端末機の不足分を購入するため、パソコン等購入費を追加するもの。

○校舎外壁等改修事業費（1 億 7,200 万円追加）※事業費は小中学校合算 
　４年度当初予算に計上している八南小学校及び東部中学校の校舎外壁等改
修工事を前倒しして実施するに当たり追加するもの。

○医業外収益　補助金（17 億 1,379 万 2 千円追加）★ 
　新型コロナウイルス感染症対策等の経費に係る国・県補助金を追加するもの。

○特別損失　その他特別損失（480 万 6 千円追加） 
　地域包括ケア病床の廃止に当たり、病床を整備する際に充当した補助金を返納するためのその他特
別損失を追加するもの。

○医業費用　給与費（440 万円追加） 
　看護師の処遇改善を行うため、職員給与費を追加するもの。

令和4年
3月定例会

３月定例会は、２月２２日から３月２４日までの３１日間を会期とし
て開かれました。４年度予算をはじめとした４０議案のほか、同意１
件が提出されました。そのほか、議発１件、決議１件が審議されまし
た。また、１３名が代表・一般質問を行いました。

①

※議案審議の内容は抜粋したものです。詳しくは、議決状況の一覧またはホームページをご覧ください。 
　（右のＱＲコードよりアクセスできます。通信料は利用者負担です。）

①議発　議員が提案した議案

★：新型コロナウイルス感染症対策に関する事業



条例の一部改正 全て
原案可決

決議

7　議会だより No.201

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
非
難
す
る
決
議

令
和
４
年
３
月
24
日

豊
川
市
議
会

　

去
る
、
２
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

は
、
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
国
際

社
会
か
ら
厳
し
い
批
判
が
上
が
っ
て
い

る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
及

び
領
土
の
一
体
性
を
侵
害
し
、
武
力
の
行

使
を
禁
ず
る
国
際
法
の
深
刻
な
違
反
で
あ

り
、
国
際
秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
す
も
の

で
看
過
で
き
ず
、
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

長
引
く
戦
火
に
よ
っ
て
、
被
害
に
あ
わ

れ
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
犠
牲
者
に
対
し

哀
悼
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

国
外
へ
逃
れ
離
れ
離
れ
と
な
っ
た
家
族

が
、
一
日
も
早
く
一
緒
に
暮
ら
せ
る
こ
と

を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
、
人
権
を
尊
重
し
、
平

和
を
愛
す
る
心
を
育
て
、
地
球
の
平
和
と

安
全
の
確
保
を
希
求
す
る
た
め
、
平
和
都

市
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
世
界
中
の
す

べ
て
の
国
々
が
こ
の
よ
う
な
非
人
道
的
な

武
力
行
使
の
根
絶
と
地
球
の
平
和
、
安
全

確
保
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
再

び
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
な
い

よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

尚
、
人
道
的
見
地
か
ら
豊
川
市
議
会
と

し
て
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
民
へ
の
支
援
金
を
送
る
も
の
と
す

る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

原案可決

○保育所条例の一部改正
　赤坂保育園と長沢保育園の統合整備により音羽保育園を設置するとともに、小坂井東保育園の建て替え
工事に伴い機能を一時的に移転するもの。

○国民健康保険条例の一部改正
　国民健康保険法及び国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、未就学児に係る被保険者均等割額の減額
措置を講ずるとともに、所要の規定の整備を行うもの。

○市営住宅条例の一部改正
　入居者の選考において優先的に取り扱う者の要件を見直すとともに、
老朽化した広石住宅の入居者が他の市営住宅へ移転する場合の家賃の負
担を軽減する特例措置を講ずるもの。

○消防団条例の一部改正
　消防団員の処遇改善を図るため、報酬及び費用弁償を見直すもの。

条例の制定

○市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定
　市長等の市に対する損害賠償責任について、職務を行う上で、善意でかつ重大な過失がないときは、そ
の損害賠償責任額からそれぞれの職責に応じた一定額を控除した額を免責する旨を定めるもの。

○県営土地改良事業に係る特別徴収金に関する条例の制定
　土地改良法の規定により、農地中間管理機構関連農地整備事業費を活用した土地改良事業において整備
した農地を目的外に供した場合、市が負担した費用について、農地面積に応じた額を徴収する必要がある
ため、必要事項について定めるもの。

本会議の状況

全て
原案可決

議決状況の一覧

■3月定例会 ○賛成 ×反対　
未来―とよかわ未来（19）　清廉―清廉の会（４）　公明―公明党市議団（3）共産―日本共産党豊川市議団（2）　無会派―１人会派（１）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

議 案 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 清 廉 公 明 共 産 無会派

 ３　４年度一般会計予算 ○ ○× ○ × ○ 可決
 ４　４年度東三河都市計画事業豊川西部土地区画整理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
 ５　４年度東三河都市計画事業豊川駅東土地区画整理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
 ６　４年度公共駐車場事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
 ７　４年度国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ 可決
 ８　４年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ 可決
 ９　４年度土地取得特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
10　４年度一宮財産区管理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
11　４年度赤坂財産区管理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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報告２、３については、報告のみで採決はありません。

本会議の状況

議 案 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 清 廉 公 明 共 産 無会派

12　４年度長沢財産区管理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
13　４年度萩財産区管理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
14　４年度水道事業会計予算 ○ ○ ○ × ○ 可決
15　４年度下水道事業会計予算 ○ ○ ○ × ○ 可決
16　４年度病院事業会計予算 ○ ○ ○ × ○ 可決
17　３年度一般会計補正予算（第 10 号） ○ ○ ○ × ○ 可決
18　３年度東三河都市計画事業豊川駅東土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
19　３年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
20　３年度下水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
21　３年度病院事業会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ × ○ 可決
22　個人情報保護条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ 可決
23　市職員定数条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
24　手数料条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
25　保育所条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ 可決
26　国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
27　道路占用料等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
28　公共用物の管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
29　準用河川流水占用料等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
30　漁港管理条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
31　市営住宅条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
32　病院事業の設置等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ 可決
33　消防団条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
34　消防団員等公務災害補償条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
35　市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定 ○ ○ ○ × ○ 可決
36　県営土地改良事業に係る特別徴収金に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
37　市道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
38　市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
39　損害賠償の額の決定 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
40　３年度一般会計補正予算（第 11 号） ○ ○ ○ × ○ 可決
41　３年度病院事業会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ × ○ 可決
42　市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
同意１　教育委員会の委員の任命同意 ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議発１　市議会委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
決議１　ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

■1月臨時会

■5月臨時会

○賛成 ×反対　

○賛成 ×反対　

未来―とよかわ未来（19）　清廉―清廉の会（４）　公明―公明党市議団（3）共産―日本共産党豊川市議団（2）　無会派―１人会派（１）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

未来―とよかわ未来（19）　清廉―清廉の会（４）　公明―公明党市議団（3）共産―日本共産党豊川市議団（2）　無会派―１人会派（１）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

議 案 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 清 廉 公 明 共 産 無会派

 １　３年度一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
 ２　寄附条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ 可決

議 案 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 清 廉 公 明 共 産 無会派

43　市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の額並びにその支給に関する条例
　　 及び市長等の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○

×

○ 可決

44　職員給与条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○

○

○ 可決
同意２　監査委員の選任同意 ○ ○ ○ ○ ○ 同意
報告１　市税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 ○ ○ ○ ○ ○ 承認
報告２　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告 ー ー ー ー ー 報告
報告３　変更契約の締結に関する専決処分の報告 ー ー ー ー ー 報告
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【
問
】
４
年
度
予
算
編
成

で
特
に
留
意
し
た
点
や
特

徴
、
重
点
施
策
は
。

【
答
】
地
域
経
済
の
活
性

化
に
重
点
を
置
き
、
積
極

的
な
姿
勢
で
編
成
し
た
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
３
つ
の

基
本
理
念
に
沿
い
、
八
幡

駅
周
辺
地
区
の
道
路
等
の

基
盤
整
備
や
消
防
団
員
の

処
遇
改
善
等
に
取
り
組
む
。

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
町
内
会
で
の
電
子

回
覧
板
の
実
証
実
験
等
に

よ
る
接
触
機
会
の
低
減
や
、

市
民
病
院
へ
の
医
療
体
制

支
援
等
に
取
り
組
む
。
今

後
予
定
す
る
事
業
等
は
、

感
染
症
対
策
に
万
全
を
期

し
た
上
で
実
施
し
て
い
く
。

【
問
】
八
幡
駅
周
辺
地
区

の
交
通
対
策
に
係
る
事
業

の
変
更
点
や
地
域
要
望
は
。

【
答
】
地
権
者
か
ら
の
要

望
に
よ
り
、
一
部
の
開
水

路
の
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
変
更

等
を
行
う
。
道
路
は
水
田

等
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
農

閑
期
を
待
っ
て
施
工
す
る

た
め
工
期
を
延
伸
す
る
が
、

大
規
模
小
売
店
舗
の
開
業

ま
で
に
供
用
開
始
予
定
。

代表・一般質問

神
谷
謙
太
郎

４
年
度
施
政
方
針
並
び
に

予
算
案
大
綱
に
つ
い
て

議員ごとにインターネット中継
（録画）にアクセスできる QR
コードを掲載しています。

「選挙事務」
「ＬＧＢＴＱ」
「公共建築物等の木造化、木質化」
「地域経済、企業への支援策」「職員による議会討論及び質疑などの原稿作成」
「東三河ドローン・リバー構想推進協議会の取り組み」
「コロナ禍の今こそ、命、暮らし、営業を守る豊川市政を」「市内のバス、タクシーを利用

し、安心して生活するために」
「精神疾患の医療保険体制及び福祉体制」
「行政デジタル化の取り組み」
「多様化する災害への対応状況」「本市消防力の充実強化に向けて」

「４年度施政方針並びに予算案大綱」 

「４年度施政方針並びに予算案大綱」 

「４年度施政方針並びに予算案大綱」 

「新型コロナ感染症対策」「市民の命と暮らしを守る施策」「基本理念１ 
『暮らしやすさ第１豊川市』」「基本理念２『子育て豊川応援団』」「基本理念３『市民と創る協働
のまち』」

神谷謙太郎 
(とよかわ未来)
大場　昌克 
( 清 廉 の 会 )
井川　郁恵 
(公明党市議団)
佐藤　郁恵 
(日本共産党豊川市議団)

冨 田 　 潤
加 藤 典 子
横 田 光 正
倉 橋 英 樹
中 村 浩 之
安 間 寛 子 

早 川 喬 俊
木 本 朗 善
柴 田 輝 明

　各会派から１名代表して、市長の予算案大綱説明及び所信表明・施政方針に対して質問することです。質問時間の制限はなく、
一括方式(質問回数３回)で行っています。

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針などを質問することです。質問時間は、通常は
議員１人当たり30分（答弁の時間を除く）ですが、３月定例会においては、12月定例会に引き続き、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止対策として20分に短縮して行いました。質問方式は、一括方式(質問回数３
回)または一問一答方式(質問回数無制限)で行っています。
　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームページで公開するインター
ネット中継（録画）、会議録をご覧ください。

◎ 一 般 質 問

◎ 代 表 質 問

一 般 質 問 と は？

と
よ
か
わ
未
来
代
表

八幡駅周辺地区
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代表質問

【
問
】
消
費
税
率
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
考
え
は
。

【
答
】
引
き
下
げ
を
求
め

る
考
え
は
な
い
。

【
問
】
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
零
細
小
企
業
等
に
与
え

る
影
響
は
。

【
答
】
導
入
後
は
、
適
格

請
求
書
発
行
事
業
者
以
外

か
ら
の
仕
入
れ
に
係
る
消

費
税
額
を
控
除
で
き
な
く

な
る
。
一
定
期
間
は
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
事
業
者
へ
の
影
響
は

大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】
愛
知
御
津
駅
橋
上

化
の
財
源
確
保
の
見
通
し

は
。

【
答
】
駅
は
都
市
機
能
誘

導
区
域
内
で
、
複
数
の
補

助
事
業
が
あ
る
。
詳
細
設

計
や
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
進

む
中
で
、
補
助
対
象
と
な

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
就
学
援
助
の
拡
大
、

学
校
給
食
の
無
償
化
は
。

【
答
】
と
も
に
実
施
の
予

定
は
な
い
。

【
問
】
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
る

考
え
は
。

【
答
】
４
年
度
中
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
医
療
的
ケ
ア
児
の

対
応
は
。

【
答
】
医
療
的
ケ
ア
児
保

育
事
業
を
４
年
度
か
ら
試

行
的
に
実
施
す
る
。

【
問
】
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の

実
施
は
。

【
答
】
40
健
診
で
の
実
施

に
よ
り
、
罹り
か
ん患
リ
ス
ク
を

管
理
、
胃
が
ん
の
予
防
教

育
を
促
進
し
、
が
ん
検
診

事
業
を
効
果
的
に
進
め
る
。

【
問
】
重
層
的
支
援
体
制

へ
の
移
行
に
向
け
た
４
年

度
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
包
括
的
相
談
支
援

事
業
と
多
機
関
協
働
事
業

に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

ま
た
、
通
い
の
場
等
の
地

域
資
源
と
つ
な
ぎ
、
社
会

と
の
接
点
を
回
復
す
る
参

加
支
援
に
つ
い
て
、
対
象

者
に
寄
り
添
っ
た
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
と

市
の
対
応
は
。

【
答
】
４
年
度
か
ら
配
置

し
相
談
体
制
の
充
実
を
図

る
。
問
題
を
抱
え
る
児
童

生
徒
の
家
庭
環
境
へ
の
働

き
掛
け
や
学
校
内
の
チ
ー

ム
体
制
の
構
築
等
を
行
う
。

【
問
】
主
な
防
災
対
策
は
。

【
答
】
４
年
度
に
作
成
予

定
の
新
し
い
防
災
マ
ッ
プ

は
、
全
市
域
の
情
報
を
掲

載
し
て
Ａ
４
版
の
冊
子
と

し
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
音
羽
川
及
び
佐
奈

川
の
水
防
法
に
基
づ
く
想

定
最
大
規
模
の
洪
水
浸
水

想
定
区
域
図
の
公
表
を
受

け
、
最
新
情
報
に
更
新
す

る
。
各
４
万
部
を
印
刷
、

希
望
者
へ
配
付
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
。

【
問
】
市
政
施
行
80
周
年

記
念
事
業
の
準
備
は
。

【
答
】
各
種
団
体
の
代
表

者
や
公
募
委
員
等
で
構
成

す
る
市
民
会
議
を
開
催
し
、

実
施
計
画
を
策
定
予
定
。

ま
た
、
全
市
的
に
機
運
を

高
め
る
た
め
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
募
集
や
Ｐ
Ｒ

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
地
域
経
済
を
回
す

事
業
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
や
と
よ
か
わ
観
光
応

援
ク
ー
ポ
ン
に
類
似
す
る

事
業
の
予
算
計
上
は
な
い

が
、
今
後
の
感
染
状
況
や

そ
れ
に
伴
う
経
済
活
動
へ

の
影
響
を
注
視
し
て
い
く
。

②重層的支援体制
　8050問題やダブルケアなど、地域住民の複合・複
雑化した支援ニーズに対応する断らない包括的な支
援体制のことで、相談支援、参加支援、地域づくりに向
けた支援を一体的に実施する。相談支援では、包括的
相談支援事業で世代や属性を超えた相談を受け止
め、複雑な事例は多機関協働事業につなぎ、課題の解
きほぐしなどを図る。市では、５年度からの本格実施
を目標に、３年度から移行準備事業を行っている。

③インボイス制度
　５年10月１日から開始される消費税の仕入税
額控除の方式のこと。適格請求書（インボイス）を
発行するためには登録を受ける必要がある。

④都市機能誘導区域
　医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠
点や生活拠点に誘導し集約することにより、これら
の各種サービスの効率的な提供を図る区域。

②

③

④

大
場
昌
克

４
年
度
施
政
方
針
並
び
に

予
算
案
大
綱
に
つ
い
て

井
川
郁
恵

４
年
度
施
政
方
針
並
び
に

予
算
案
大
綱
に
つ
い
て

佐
藤
郁
恵

４
年
度
施
政
方
針
並
び
に

予
算
案
大
綱
に
つ
い
て

清
廉
の
会
代
表

公
明
党
市
議
団
代
表

日
本
共
産
党
豊
川
市
議
団
代
表
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横

田

光

正

一般質問

⑤ＬＧＢＴＱ
　レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセクシャル

（両性愛者）、トランスジェンダー（性自認が出生時に割り当てられた
性別とは異なる人）、クエスチョニング（自らの性の在り方について、特
定の枠に属さない人、分からない人）の頭文字を取った言葉。性的マ
イノリティ（性的少数者）を表す総称の一つとして使われることもある。
⑥調査
　男女共同参画に関する市民意識調査のこと。２年度に策定した市
男女共同参画基本計画の基礎資料とすることを目的としたもの。

⑦法律
　公共建築物等における木材の利用の
促進に関する法律のこと。
　令和３年１０月１日の法律改正によ
り、脱炭素社会の実現に資する等のた
めの建築物等における木材の利用の促
進に関する法律に題名が変わるととも
に、対象が公共建築物から建築物一般
に拡大された。

冨

田
　

潤

新
た
な
期
日
前
投
票
所
の

設
置
に
つ
い
て

⑦

公
共
建
築
物
等
の
木
造
化
、

木
質
化
に
つ
い
て

加

藤

典

子

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て

⑤

⑥

【
問
】
設
置
に
向
け
た
調

査
・
研
究
は
。

【
答
】
具
体
的
な
事
例
は

な
い
が
、
５
カ
所
の
期
日

前
投
票
所
の
状
況
、
市
民

の
要
望
、
配
置
バ
ラ
ン
ス
、

従
事
す
る
人
員
の
確
保
な

ど
を
考
慮
し
、
継
続
的
に

調
査
・
研
究
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

【
問
】
県
内
の
他
自
治
体

に
お
け
る
大
規
模
商
業
施

設
へ
の
設
置
状
況
は
。

【
答
】
岡
崎
市
が
イ
オ
ン

モ
ー
ル
岡
崎
に
設
置
。
イ

オ
ン
モ
ー
ル
以
外
で
は
、

豊
橋
市
、
半
田
市
、
春
日

井
市
、
豊
田
市
、
稲
沢
市
、

知
多
市
で
設
置
事
例
が
あ

る
。
ま
た
、
名
古
屋
市
は

イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
古
屋
茶

屋
に
選
挙
当
日
の
投
票
所

を
設
置
し
て
い
る
。

【
問
】（
仮
称
）
イ
オ
ン
モ

ー
ル
豊
川
に
新
た
な
期
日

前
投
票
所
を
設
置
で
き
る

可
能
性
と
市
の
考
え
は
。

【
答
】
現
時
点
で
協
議
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
他
市

の
先
進
事
例
な
ど
を
踏
ま

え
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

で
検
討
す
る
な
ど
、
方
向

性
を
模
索
し
て
い
く
。

【
問
】
性
差
で
悩
む
子
供

へ
の
教
育
現
場
の
対
応
は
。

【
答
】
生
徒
指
導
部
会
等

で
研
修
を
開
催
。
男
女
ど

ち
ら
に
入
っ
た
か
分
か
り

に
く
い
ト
イ
レ
の
整
備
に

努
め
、
男
女
混
合
名
簿
は
、

市
内
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が

導
入
済
み
か
導
入
検
討
中
。

【
問
】
第
三
の
制
服
の
検

討
を
行
う
考
え
は
。

【
答
】
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
児
童
生
徒
へ
の
配

慮
の
ほ
か
、
防
寒
等
の
機

能
面
の
配
慮
も
あ
り
、
他

都
市
の
状
況
を
注
視
す
る
。

【
問
】
市
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

の
割
合
は
。

【
答
】
元
年
度
の
調
査
で
、

自
身
ま
た
は
身
近
に
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
が
い
る
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
8.0
％
。

【
問
】
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

と
導
入
時
期
の
想
定
は
。

【
答
】
法
的
効
力
は
な
い

が
、
公
営
住
宅
等
へ
の
家

族
と
し
て
の
入
居
や
病
院

の
付
き
添
い
等
が
可
能
と

な
る
。
４
月
中
旬
か
ら
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
、

最
短
で
４
年
７
月
か
ら
導

入
可
能
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
市
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
木
造
化
で
は
、
市

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
方
針
を
踏
ま
え
、
木

造
を
比
較
検
討
の
選
択
肢

に
入
れ
、
木
質
化
で
は
、

同
方
針
を
踏
ま
え
内
装
仕

上
げ
等
の
木
質
化
の
検
討

を
設
計
時
に
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
公
共
建
築
物
の
木

造
化
が
進
ま
な
い
理
由
は
。

【
答
】
法
令
上
の
規
制
な

ど
様
々
な
視
点
か
ら
構
造

を
決
定
す
る
が
、
耐
久
性

や
維
持
管
理
面
等
を
考
慮

し
鉄
骨
造
り
等
が
選
定
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
。

【
問
】
今
後
の
方
針
は
。

【
答
】
法
律
改
正
に
伴
い
、

木
質
化
の
促
進
が
図
れ
る

よ
う
市
方
針
の
見
直
し
を

行
う
。
ま
た
、
森
林
環
境

譲
与
税
や
基
金
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
く
。

【
問
】
今
後
の
取
組
策
は
。

【
答
】
今
ま
で
以
上
に
木

造
に
よ
る
建
築
方
式
や
内

装
等
へ
の
木
材
利
用
を
提

案
し
、
予
算
の
確
保
も
含

め
農
務
課
と
建
築
課
が
協

力
し
、
よ
り
一
層
働
き
掛

け
が
必
要
と
考
え
る
。
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一般質問

⑧

倉

橋

英

樹

職
員
に
よ
る
議
会
討
論
及
び

質
疑
な
ど
の
原
稿
作
成
に
つ
い
て

中

村

浩

之

東
三
河
ド
ロ
ー
ン
・
リ
バ
ー
構
想
推
進
協
議
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

安

間

寛

子

コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
事
業
は

⑨

【
問
】
行
政
職
員
に
よ
る

本
会
議
討
論
や
委
員
会
質

疑
の
原
稿
作
成
の
事
実
は
。

【
答
】
全
庁
的
な
調
査
を

行
い
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
等
に

よ
る
資
料
提
供
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

【
問
】
原
稿
作
成
に
係
る

作
業
量
は
。

【
答
】
３
年
５
月
臨
時
会

か
ら
12
月
定
例
会
ま
で
の

議
員
へ
の
資
料
提
供
の
状

況
は
、
委
員
会
用
答
弁
に

関
す
る
も
の
が
35
件
、
討

論
に
関
す
る
も
の
が
16
件
、

そ
の
他
が
５
件
で
あ
っ
た
。

【
問
】
35
件
は
行
政
側
作

成
の
想
定
質
疑
か
、
ま
た
、

16
件
に
議
員
が
読
み
上
げ

る
だ
け
の
原
稿
が
あ
る
か
。

【
答
】
想
定
Ｑ
＆
Ａ
を
参

考
資
料
と
し
て
提
供
し
た

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
ま
た
原

稿
ス
タ
イ
ル
の
資
料
が
提

供
さ
れ
た
事
例
も
あ
っ
た
。

【
問
】
原
稿
の
用
意
を
や

め
る
考
え
は
。

【
答
】
議
員
と
論
点
整
理

を
す
る
中
で
の
資
料
作
成

は
議
会
対
応
業
務
の
範
囲

内
と
認
識
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
調
整
方
法
は

検
証
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
協
議
会
の
設
立
目

的
と
活
動
内
容
は
。

【
答
】
ド
ロ
ー
ン
や
エ
ア

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
技
術

を
活
用
し
た
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
大
規
模
災
害

等
の
地
域
課
題
へ
の
対
応

の
た
め
、
３
分
野
の
研
究

会
を
設
け
、
実
証
実
験
や

製
品
開
発
等
に
取
り
組
む
。

【
問
】
４
年
度
の
取
り
組

み
は
。

【
答
】
実
証
実
験
の
受
け

入
れ
等
で
協
力
が
得
ら
れ

る
よ
う
施
設
管
理
者
へ
の

働
き
掛
け
に
注
力
し
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
企
業
・
市
民

向
け
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
的

に
実
施
し
て
、
ド
ロ
ー
ン

活
用
に
向
け
た
機
運
醸
成

や
人
材
育
成
に
つ
な
げ
る
。

【
問
】
今
後
の
方
向
性
は
。

【
答
】
国
は
、
４
年
12
月

を
め
ど
に
有
人
地
帯
で
の

目
視
外
飛
行
を
可
能
と
す

る
飛
行
形
態
を
解
禁
し
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
宅
配
等
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
社
会
実
装
を
意

識
し
た
活
動
を
展
開
し
、

新
し
い
成
長
戦
略
モ
デ
ル

の
構
築
を
目
指
し
た
い
。

【
問
】
市
の
財
政
調
整
基

金
と
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
状
況
は
。

【
答
】
基
金
の
３
年
度
末

の
残
高
見
込
み
は
80
億
円

程
度
と
想
定
。
交
付
金
は
、

４
年
度
は
４
億
５
千
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

【
問
】
市
内
全
事
業
者
に

10
万
円
支
給
す
る
考
え
と

実
施
の
場
合
の
予
算
額
は
。

【
答
】
今
の
と
こ
ろ
考
え

は
な
い
。
予
算
額
は
、
個

人
経
営
の
商
工
業
者
と
農

林
業
経
営
体
を
合
わ
せ
る

と
４
４
７
０
件
で
、
４
億

４
７
０
０
万
円
。

【
問
】「
稲
沢
お
で
か
け
タ

ク
シ
ー
」
を
本
市
に
置
き

換
え
た
場
合
の
対
象
者
数

と
、
同
様
の
事
業
を
実
施

す
る
考
え
は
。

【
答
】
３
年
４
月
１
日
現

在
、
75
歳
以
上
の
方
が
２

万
４
５
４
７
人
、
一
定
以

上
の
等
級
の
障
害
を
持
つ

方
が
６
４
９
２
人
、
妊
婦

ま
た
は
出
産
後
６
カ
月
未

満
の
方
は
、
２
年
度
の
出

生
数
な
ど
を
基
に
し
た
推

測
で
２
１
４
４
人
で
、
合

計
３
万
３
１
８
３
人
。
現

時
点
で
行
う
予
定
は
な
い
。

⑧東三河ドローン・リバー構想推進協議会
　本市、新城市、地元企業等で構成されるド
ローンに関する官民協議会で、２年８月に設立
された。

⑨デジタル田園都市国家構想
　地方からデジタルの実装を進め、地方と都市の差を縮
めるために、５Ｇや半導体などデジタルインフラの整備を
進め、全ての人がデジタル化のメリットを享受できる心豊
かな暮らしを実現する構想のこと。国が３年に発表した。

⑩地方創生臨時交付金
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金のこと。

⑪稲沢おでかけタクシー
　稲沢市が実施する、高齢者や障害のある方などの外出
支援を目的とした事業。利用登録した上で電話予約し、利
用登録証の提示により、利用料金を２分の１とするもの。
運行日時は、原則月曜日から土曜日の午前８時３０分か
ら午後５時まで、区間は自宅と市内の目的地としている。

⑪

⑩



13　議会だより No.201

⑫自治体ＤＸ
　デジタル技術を活用して、行政サービス
を変革すること。

一般質問

消防署本署

マイナンバーカード（見本）

⑫

柴

田

輝

明

本
市
消
防
力
の

充
実
強
化
に
向
け
て

早

川

喬

俊

精
神
疾
患
の
医
療
保
険
体
制

及
び
福
祉
体
制
に
つ
い
て

木

本

朗

善

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

【
問
】
早
期
治
療
に
お
け

る
難
し
い
課
題
へ
の
取
り

組
み
は
。

【
答
】
４
年
度
か
ら
保
健

セ
ン
タ
ー
に
臨
床
心
理
士

を
１
名
配
置
し
、
相
談
体

制
を
強
化
す
る
。

【
問
】
児
童
の
分
野
に
お

け
る
人
材
育
成
は
。

【
答
】
児
童
ク
ラ
ブ
へ
児

童
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
職

員
の
巡
回
訪
問
を
実
施
予

定
で
、
支
援
者
等
へ
の
意

識
啓
発
な
ど
に
取
り
組
む
。

【
問
】
児
童
精
神
科
の
医

療
体
制
は
。

【
答
】
市
内
で
は
民
間
の

３
病
院
。
受
診
は
数
カ
月

待
ち
と
聞
い
て
お
り
、
全

国
的
に
も
大
き
な
課
題
。

【
問
】
受
診
を
待
つ
期
間

の
支
援
は
。

【
答
】
児
童
発
達
相
談
セ

ン
タ
ー
に
言
語
聴
覚
士
に

よ
る
相
談
日
を
設
け
、
家

庭
で
の
関
わ
り
方
な
ど
の

継
続
的
助
言
を
行
う
予
定
。

【
問
】
児
童
精
神
科
を
掲

げ
る
医
療
機
関
へ
の
支
援

は
。

【
答
】
支
援
の
考
え
は
な

い
が
、
他
自
治
体
の
取
り

組
み
等
を
情
報
収
集
す
る
。

【
問
】
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置

の
目
的
と
役
割
は
。

【
答
】
少
子
高
齢
化
の
進

展
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

任
務
と
し
、
国
民
が
ニ
ー

ズ
に
合
う
サ
ー
ビ
ス
を
選

び
、
多
様
な
幸
せ
が
実
現

で
き
る
社
会
を
目
指
す
。

【
問
】
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
は
。

【
答
】
国
は
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
か
ら
の
手
続
き
を

推
進
。
市
は
、
あ
い
ち
電

子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム

の
利
用
を
推
進
。
と
も
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

用
い
て
手
続
き
可
能
。

【
問
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
は
。

【
答
】
顔
認
証
や
暗
証
番

号
に
よ
り
本
人
以
外
は
使

用
で
き
な
い
仕
組
み
。
紛

失
や
盗
難
の
場
合
は
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
一
時
利
用

停
止
が
可
能
。

【
問
】
市
が
目
指
す
自
治

体
Ｄ
Ｘ
の
方
向
性
は
。

【
答
】
行
政
運
営
の
効
率

化
に
よ
り
最
適
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
ス
マ
ー

ト
市
役
所
を
目
指
す
。

【
問
】
消
防
需
要
増
加
に

対
応
す
る
た
め
の
考
え
は
。

【
答
】
救
急
車
６
台
体
制

は
逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
つ
つ
あ
り
、
今

後
は
、
施
設
・
車
両
の
充

実
や
計
画
的
な
職
員
の
増

員
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
や

加
入
促
進
事
業
等
の
取
り

組
み
を
継
続
し
、
団
員
確

保
に
つ
な
げ
た
い
。

【
問
】
消
防
署
本
署
庁
舎

の
整
備
状
況
は
。

【
答
】
女
性
消
防
職
員
の

増
員
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

新
庁
舎
に
は
女
性
専
用
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
女
性
が

活
躍
で
き
る
環
境
整
備
や
、

消
防
車
両
の
大
型
化
等
に

対
応
で
き
る
車
庫
の
施
設

規
模
を
計
画
し
て
い
る
。

【
問
】
今
後
に
お
け
る
消

防
力
の
充
実
強
化
は
。

【
答
】
危
機
事
案
に
迅
速

か
つ
確
実
に
対
処
で
き
る

柔
軟
性
を
持
た
せ
た
組
織

づ
く
り
、
改
革
へ
の
不
断

の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
市
民
の
負
託
に
応
え

る
べ
く
職
員
が
一
丸
と
な

る
こ
と
が
、
次
の
時
代
へ

向
け
た
本
当
の
意
味
で
の

充
実
強
化
だ
と
考
え
る
。
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政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

　

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

健康づくりを総合的に支援する拠点施設の建設を具体化

（仮称）イオンモール豊川が大店法に基づき届出

委 員 会 の 開 催 状 況

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

１
月
31
日

2
月
17
日

　

八
幡
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
幡
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）基
本
計
画（
案
）

【
問
】
地
域
貢
献
に
つ
い
て
、
地
元
連
区
の
意

見
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
。

【
答
】
桜
町
連
区
、
八
南
連
区
、
代
田
校
区
の

団
体
が
協
働
し
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
の
協

議
に
向
け
準
備
中
。
市
は
調
整
役
と
し
て

の
役
割
を
積
極
的
に
行
い
、
地
元
連
区
の

意
見
を
反
映
し
た
地
域
貢
献
に
関
す
る
協

定
の
締
結
を
目
指
し
た
い
。

【
問
】
地
域
貢
献
活
動
の
期
間
は
。

【
答
】
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
５
年
間
と
し

て
い
る
が
、
地
域
に
根
差
し
た
店
舗
を
目

指
す
た
め
、
５
年
を
過
ぎ
て
も
継
続
的
に

行
っ
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

【
問
】
具
体
的
な
店
舗
は
い
つ
頃
分
か
る
か
。

【
答
】
他
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
事
例
を
見
る
と
、

開
業
間
近
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
非
物
販
エ
リ
ア
を
市
の
イ
ベ
ン
ト
等
で

有
効
活
用
す
る
考
え
は
。

【
答
】
非
物
販
エ
リ
ア
に
は
飲
食
店
舗
等
の
テ

ナ
ン
ト
が
入
る
た
め
活
用
で
き
な
い
が
、

オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
、
芝
生
広
場
が
想
定
さ

れ
る
エ
リ
ア
を
商
店
街
や
市
民
の
イ
ベ
ン

ト
等
で
活
用
で
き
る
よ
う
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
と
調
整
を
図
り
た
い
。

【
問
】
併
設
さ
れ
る
三
師
会
の
費
用
負
担
は
。

【
答
】
法
令
に
定
め
ら
れ
た
適
切
な
目
的
外
使

用
料
、
も
し
く
は
貸
付
料
等
の
負
担
を

求
め
て
い
き
た
い
。
目
的
外
使
用
料
等
は
、

建
物
の
評
価
額
な
ど
か
ら
算
定
す
る
た
め
、

運
用
開
始
ま
で
に
具
体
的
な
負
担
が
明
確

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
室
の

利
用
方
法
の
考
え
方
は
。

【
答
】
幾
つ
か
相
談
室
を
設
け
た
い
と
考
え
て

お
り
、
今
後
の
課
題
と
し
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
建
設
費
の
坪
単
価
が
全
国
平
均
や
他
市

よ
り
も
高
い
が
、
市
の
認
識
は
。

【
答
】
現
在
示
し
て
い
る
の
は
概
算
値
。
事
業

費
は
、
こ
れ
か
ら
精
査
し
て
い
く
段
階
で
、

基
本
設
計
等
で
は
、
よ
り
詳
細
な
事
業
費

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
休
日
夜
間
急
病
診
療
所
跡
地
の
利
活
用

の
予
定
は
。

【
答
】
現
時
点
で
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
新
し

い
保
健
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始
ま
で
の
間

に
、
医
師
会
を
は
じ
め
、
各
種
方
面
と
検

討
し
て
い
く
。

◎ここでは、常任委員会・特別委員会で調査を行った事項について、主な質疑・答弁を掲載します。

委員会とは？
市政の事務は範囲が広く、内容も多岐にわたります。そのため、議員全員が参集する本会
議の下審査機関としての専門的・能率的な審査や、重要な事柄についての調査をするため
の会議です。豊川市議会には、「常任委員会」「特別委員会」「議会運営委員会」があります。

常 任 委 員 会　常設で以下の４委員会を設けています。議員はいずれか一つに所属し、部門別に、本会議から付託 
　　　　　　　　された議案の審査、所管する事項の陳情の審査、所管する事項等の調査などを行っています。

総 務 委 員 会	：危機管理課、企画部、総務部、消防本部、他の委員会の所管に属さない事項に関すること	
福 祉 委 員 会	：福祉部、子ども健康部、市民病院に関すること	
市民文教委員会	：市民部、教育委員会に関すること	
産業建設委員会	：産業環境部、建設部、都市整備部、上下水道部に関すること

特 別 委 員 会　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、専門的に審査や調査をする委員会で、 
　　　　　　　　政策課題調査特別委員会、予算特別委員会、決算特別委員会があります。

議会運営委員会　議会運営をスムーズに進めるために、審議する議案等の提出状況を把握するなど、議会運営の全般に
　　　　　　　　ついて協議し、意見調整を行う委員会です。
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市議会を見るには
本会議については、インターネットでライブ中継及び録画中継を行っていますので、
ぜひご利用ください。

本会議の様子は、市役所ロビー
（本庁舎１階）のモニター中継
で見ることもできます。

※通信料は利用者負担です。

中継への
アクセスは
こちら

ここをクリック
してください。

委 員 会 の 開 催 状 況

総
務
委
員
会

3
月
10
日

所
管
事
務
調
査

　

消
防
署
本
署
庁
舎
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

消
防
署
本
署
庁
舎
整
備
基
本
計
画

【
問
】
消
防
本
部
総
務
課
・
予
防
課
が
市
役
所

に
残
る
結
論
に
至
っ
た
理
由
は
。

【
答
】
本
署
の
敷
地
は
本
部
を
受
け
入
れ
る
に

は
狭
あ
い
で
、
本
来
消
防
署
が
必
要
と
す

る
機
能
を
制
限
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

一
方
、
本
部
が
市
役
所
に
残
る
場
合
、
災

害
時
に
は
災
害
対
策
本
部
に
消
防
長
が
即

参
集
し
、
情
報
提
供
・
共
有
が
で
き
る
な

ど
、
メ
リ
ッ
ト
は
高
く
、
総
合
的
に
判
断

し
た
結
果
で
あ
る
。

【
問
】
新
庁
舎
を
使
用
し
活
動
す
る
職
員
の
た

め
に
配
慮
し
て
い
く
点
は
。

【
答
】
女
性
職
員
専
用
の
仮
眠
室
・
浴
室
等
を

配
置
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
女
性
職
員

が
働
き
や
す
い
環
境
を
目
指
す
。
ま
た
、

屋
上
や
壁
面
な
ど
庁
舎
全
体
を
利
用
し
た

訓
練
が
で
き
る
施
設
づ
く
り
の
ほ
か
、
車

庫
に
お
け
る
増
車
を
見
据
え
た
ス
ペ
ー

ス
、
出
動
時
の
活
動

準
備
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
な
ど
、
職
員
が

活
動
し
や
す
い
庁
舎

と
し
て
い
く
。

本署の建て替えに係る計画がまとまる
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豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます
豊川市議会だより 検索

財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。広告

市議会の傍聴自粛について
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止及び傍聴され
る皆様の健康を守る観点から、当面の間、議会で開催され
る会議の傍聴は、できる限り控えてくださいますようお願
いいたします。
　なお、本会議については、インターネットでライブ中継
及び録画中継を行っていますので、ご利用ください。（15
ページにＱＲコードを掲載しています。）

議会だよりの議会だよりの
表紙写真募集表紙写真募集

◎委員長○副委員長議会だより編集委員会

令和 4 年 第２回定例会

　議会だよりの表紙に写真を掲載してみませんか。
　保育園・小中学校の行事や各種イベントなど、
市内で撮影された写真（未発表のものに限りま
す。）を広く募集しています。
　なお、撮影された本人または対象物の所有者の
承諾が得られているものに限ります。
　また、お寄せいただいた写真は、表紙以外の箇
所に掲載させていただくことがあります。

【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影年月日、住所、氏名、電話
番号を明記の上、議会事務局までお送りください。

（直接持ち込み可）
e-mail　gikai@city.toyokawa.lg.jp

早川　喬俊、遠山　　剛、安間　寛子、井川　郁恵
◎横田　光正、○柴田　訓成

会期日程予定

6月 7日（火） 開会・議案説明 13時30分 

6月 10日（金） 一般質問 10時 

6月 13日（月） 一般質問 10時 

6月 14日（火） 一般質問 10時 

6月 16日（木） 議案付託・一部採決 13時30分 

6月 20日（月） 常任委員会（議案審査） 10時

6月 21日（火） 常任委員会（議案審査） 10時

6月 23日（木） 討論・採決・閉会 13時30分 

 マークの日はライブ中継を配信しています。
日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

次回の
市議会

市議会の活動をより身近に感じてい
ただけるよう、議長の公務の様子や
本会議、委員会の内容などを、写真
を交えて発信しています。

上のQRコードから
アクセスできます。
※通信料は利用者 

負担です。

スマートフォンなどへ、豊川市
議会だよりを配信しています。
左のQRコードからアクセスできます。
※通信料は利用者負担です。

豊川市議会公式Facebook豊川市議会公式Facebook

問い合わせ先：議会事務局0533-89-2150

議会だよりの有料広告を募集しています！
掲 載 料 

応募方法

１枠１号 20,000円 
（８月１日号、１１月１日号、２月１日号）

豊川市ホームページの「市議会ホームページ」に
応募方法を掲載しています。　　　　　　　 
申込書等をダウンロードし、必要事項をご記入
いただき、議会事務局へご持参ください。　　 
また、議会事務局でも申込書等を配布します。


